







特別研究費              1650 千円  
研究者氏名 
（代表者） 
学部名 学科名 職 氏   名 
共同研究の 
場合の分担 






デザイン学部 生産造形学科 教授 佐井国夫 調査検討，企画制作 
デザイン学部 生産造形学科 教授 黒田宏治 調査検討，企画制作 
デザイン学部 生産造形学科 教授 田邊英隆 調査検討，企画制作 
デザイン学部 生産造形学科 教授 山本一樹 調査検討，企画制作 
デザイン学部 生産造形学科 講師 高山靖子 調査検討，企画制作 
デザイン学部 生産造形学科 准教授 磯村克郎 調査検討，企画制作 
デザイン学部 生産造形学科 教授 三好泉 情報提供 
デザイン学部 生産造形学科 教授 伊坂正人 情報提供 
デザイン学部 生産造形学科 特任教授 河岡徳彦 情報提供 
デザイン学部 生産造形学科 教授 坂本鐵司 情報提供 
発表の方法  
(予定で可 )  
１ 紀 要 号 数 
第       号 
































  昨年度の調査に引き続き，生産造形学科教育領域の特性抽出，類似他大学の調査等を行った。 
  新カリキュラムにおける新設科目の運営等について調査検討を行った。 
 
２．卒業生動向などの調査検討 
  昨年度の卒業生進路調査に新規データを追加した。 
  卒業生の企業における現況について調査を行った。 





   
４．上述に即した生産造形学科教育領域・運営の見える化の検討 
  それぞれの調査・検討に基づくデータ，内容を小冊子にまとめ，配付した。 
  具体的には次の 3種類の小冊子である。 
   「生産造形学科パンフレット 2009」  
   「社会が求める人材を育てる（企業対談集 2009）」  
   「スズキ・SUAC サマースクール 2009」  
 
（得られた成果等） 
１．小冊子配布による生産造形学科のアピール 
  オープンキャンパスや各種説明会等での配付，近隣高校・予備校への送付をすることにより，生産
造形学科の教育領域，社会との関わり，卒業生の活躍状況を周知させることができた。 
  在学生にも配付することにより，自らの学習内容の再確認および卒業後の進路イメージの構築等に
寄与した。 
 
２．企業・卒業生からの FD的なデータ収集 
  企業のデザイン担当者，人事担当者から直接の声を聞くことにより，生産造形学科に対する貴重な
意見が得られた。授業運営や進路指導への参考となるものである。 
 
 
 
